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1． 本報 告の 目的

　本 報告 の 目的 は 、ア イ ヌ の 人 々 が ど の よ

うに 階層 形成 を し 、また 貧 困状 態 が ど の よ

うな 要 因に よ っ て 規 定 されて い る の か を明

らか にす る こ とで あ る。

　 北 海 道 環 境 生 活 部 や 北 海 道 大 学 ア イ

ヌ ・先住民研 究セ ン タ
ー

な どが お こ な っ た

調 査 に よ る と、ア イ ヌ 民 族 の 平 均年収 は 北

海道 の 平均 を 大 き く下回 っ て い る。で は、

現代 に 生 き る ア イ ヌ 民族 は 、 な ぜ こ の よ う

な貧困 状態 に 置 か れ て い る の だ ろ うか 。

　 2009 年 （札 幌 、む か わ）お よ び 20 ユ2 年

（新ひ だ か ） に お こ なわ れ た ア イ ヌ 民 族 へ

の 聞 き取 り調査 か らは 、  男女 を問 わ ず青

年層 （40 歳 未 満）に お い て 特 に収 入 が 低 い

こ と、  男性 で は壮 年層 （40 歳以 上 60 歳

未満 ）や 老 年 層 （60 歳以 上 ）で は 、教 育 を

媒介 とし た 階層 の 上 昇 が実現 し て い た こ と、

  女性 に お い て は婚 姻 関係 の 有無 が 階層 の

ほ ぼす べ て を決 定 し て い る こ とな どが 明 ら

か に な っ た （野 崎 2012 、2013 ）。

　 だが 、こ れ らの 知 見 は 、北海道 内の 3 地

域に お け る 少 数の ア イ ヌ の 人 々 へ の 聞き取

りか らえ られ た もの で ある。 こ の 3 地 点で

あ っ て もす で に い く つ か の 地 域差が 生 じ て

い る。地域 ご と の 事情 を考 慮す る こ と もも

ちろ ん 重 要 で あ るが 、北 海 道全 体の マ ク ロ

な傾 向 を と らえ る こ と も 必 要 で あ る 。

　 そ こ で 、 2008 年 に 北海 道 大学 ア イ ヌ ・先

住 民 研 究 セ ン ターが 実施 した ア イ ヌ 調 査 を

もちい て 、 札 幌 、 む か わ 、 新ひ だ か の 各調

査 で 明 らか に な っ た 知 見 を参考 とし 、 よ り

マ ク ロ な 視 点で ア イ ヌ 民族 の 階層形成 過程

と貧 困 の 要 因 を検討す る 。

2． 調 査の概 要

　調査 は 2008 年 に 、北 海道 ウタ リ協会 （現

北海道 ア イ ヌ 協会 ） の 協力 の も とお こ な わ

れ た 。 調 査 は世 帯調 査 と個 人調 査か らな り、

世 帯調 査 は 配 布 数 3，438 票 で 有 効回 収 数

2
，903 票 （有効回 収率 84．4％）、 個人 調査 は

配布数 7
，
306 票 で 有効 回収 数 5

，
703 票 （有

効 回 収 率 78．1％）で あ る 。

3． 分 析枠組み

　 ア イヌ 民族 の 貧 困の 要 因 を探 るた め 、こ

こ で は 2 つ の 分析 をお こ な う。 1 つ は個人

分析 で あ る。 こ れ に よ り各個人 が どの よ う

な 過 程 を た ど り現 在 の 階層 へ 到 達 し た の か

を把握す る。 も う 1 つ は 世帯 分析 で ある 。

こ れ に よ り、 ど の よ うな 世 帯が 貧困 に 陥 り

やす い の か を把握 す る。

　 こ の うち、個人 調査 に っ い て は 、こ れ ま

で の 検討 か ら世代 差 お よ び性 差 が お お き い

こ とが 判 明 して い る 。 そ の た め 、本報 告 に

お い て もこ れ らを考慮 す る 。

4． アイヌ民族の 階層形 成過程

　個 人 の 到 達 階 層 の 規 定要 因 を さ ぐ る た

め 、個人 年収 を従属 変数 とす る重 回帰分析

を お こ な っ た 。

　性 別 、年齢 、血 筋、結婚 の 有 無 、15 歳 時

の 暮 ら しぶ り、本 人学 歴 （高校 進学 ダ ミ
ー、

大学進 学 ダ ミ
ー、教育年 数）、両 親 学歴 、転

職 回 数 、現住 地 、出生 地 な ど を独 立 変数 と

し て 想 定 し、ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 に よ る 変数

の 選 定 をお こ な っ た と こ ろ 、表 1 の 重 回 帰

式 を得 た。 こ の 式 か ら 、 結婚 を して い る ノ

して い た こ と、高校 へ 進 学 して い る こ と、

渡 島に 住ん で い る こ と 、 日高 出身 で あ る こ

とが 個人年収 を引 き上 げ 、また 、女性 で あ
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る こ と と転職 を よ り多 くして い る こ と が個

人年収 を 引 き下げ て い る こ とがわ か る。興

味深 い の は 、 こ れ らの 変数 に よ っ て年 齢 の

効果 が な くな っ て い る こ と と 、 出 身 階層 の

影 響が ほ ぼ見 られ ない こ と で あ る。

狩 管 内 に住 む者 の 世 帯年収 が 低 くな っ て い

るこ とも注 目に値す る 。

表 2　世 帯 年 収 の 規 定 要 因 に 関 す る 重 回 帰 式

独 立 変 数 非標 準 化 　 標 準化 　　有意

係 数 　　　 係 数 　　 確 率

表 1　個 入 年 収 の 規 定 要 因 に関 す る重 回帰 式

独 立 変数 非標 準 化 　 標 準 化 　 有意

係 数 　 　 　 係 数 　 　 確 率

（定 数）

性 別 （女 性 ダ ミ
ー）

結 婚 有無

転職 回 数

現 住 地 ：渡 島 支 庁 管 内

高 等 学校

出生 地 ： 日高 支 庁 管 内

523．743

−188 ．906 　　
−0．464

81．421

−7．116

0．0000

．000

0．161　　　 0．000

一
〇．107 　　　 0．000

95．930 　　　0 ．119 　　　 0．000

（定 数 ）

世 帯 主 性 別

居 住 地 ： 渡 島

世 帯 人数

世 帯 主年 齢

居 住 地 ： 十 勝

離 死 別 状 態

居 住 地 ： 石 狩

696 ．458 0．000

0．33016

．636

・232，231　　
−0．368 　　0．000

264 ．0384

．5890

．240 　　0．000

0．115 　　0，000

一1．667 　　　
−0，082 　　0．000

一86．002　　　
−0，084 　　0 ．000

57．601

・392260

，088　　0，008

一
〇．052　　0．013

0．0800

．0370

，000 　 　 調 整 済 み R2 値 0 ，209 驪
0，042 　 　 重 回 帰 式 の 分散 分 析 の 有 意 確 率 p

＝0．000

調 整 済 み R2　f直 O．251 　 　 従 属 変 数 ： 世 帯年 収

重 回 帰式 の 分 散 分 析 の 有 意 確 率 p
＝0，000

従 属 変 数 ：個 人 年 収

5． ア イヌ民族世帯の 貧困とその薹 因

　階層形 成 は 個人 の 問題 が 大 きい が 、 貧困

は 世帯 の 問題 で あ る 。 本調査 の 対 象世 帯の

平均世 帯年収 は 355．8 万 円で あ り、北 海道

平均 の 440 ．6 万 円、全 国平 均 の 566．8 万 円

（共 に 2008 年 ） を大 き く下 回 っ て い る 。

また 、生 活保 護受給率 も 5．2％ と北海道 平均

3．5％ を上 回 っ て い る。

　こ の よ うな状況 の 要 因 を 探 る た めに 、世

帯調 査 を使 い 世 帯年収 を従 属変数 とす る重

回 帰分析 をお こ な っ た 。 独 立 変数 と して は

現住 地 、世 帯人 数 、世 帯 主 属性 （年齢 、性

別 、結婚 ・離死 別 な ど） な どを想 定 し、 ス

テ ッ プ ワ イ ズ 法で 変数 の 選定 を お こ な っ た

と こ ろ、表 2 の 重回帰 式 を得た 。

　正 の 効果 を 持 つ の は 渡 島 管 内 に 居 住 し

て い る こ と と世帯 人数 、 配偶者 と の 離死 別

で あ り、負の 効果 を持 つ の は 世帯 主 が 女性

で あ る こ と、世帯 主 の 年齢 、十勝 管 内居 住 、

石 狩 管 内 居住 で あ っ た。注 目され る の は 、

多く の 貧困 研 究 に お い て 貧困 リス ク と考 え

られ て い る配 偶者 と の 離 死別 が 世 帯年収 を

引 き上 げて い る こ と で あ る 。 ま た 、居住 地

に お い て は 、北 海道 最 大 の 都 市圏 で あ る石

6． まとめ

　 こ れ ら 2 つ の 分析 に よ り、個 人分 析か ら

は 、個 人 の 階層 形 成 に 対 し親世代、っ ま り

出身階層 の 効果 が ほ とん どな い こ とが 示 さ

れ た 。ま た世 帯分析か らは
一

般 の 貧 困研 究

と異 な る知 見 が 得 られ て い る 。 そ の 理 由の

解 明 は 今後 の 課 題 で あ る。

　 ま た 、個 人 、世 帯双 方 に お い て 地域 の 影

響 が あ る こ とも示 され た 。 出身地 、 居 住地

が ど の よ うな メ カ ニ ズ ム で 個 人 の 階層形 成

や 貧 困 に影響 を与 えて い る の か も、今後 の

課 題 とい え る。
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